第64回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成２１年１月９日（金）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　　６名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)        　１名

出席委員氏名　　
清水義一

荻生昌平

村松晶子

井上純代

長島珠美

郡司芳孝

欠席委員氏     
千野慎一郎

　　　　　　　　
放送事業者　　　佐藤恭平

藤嶋正巳
４．議　　題
　　　平成２０年１２月９日（火）１９:００～１９:３０放送（再放送：１２月１１日（木）１１：００～１１：３０）番組名　らじお‘話の会’
平成1９年４月より毎週火曜日に放送、同週の木曜に再放送をしている３０分番組。番組内容は沼津市近隣で開催されている話し方、朗読などの講座に通われていたり、朗読のボランティアをされている皆さんが構成する「話の会」というグループが朗読や語りをラジオ番組としたいという要望からスタートした番組。話し方の講師でもあり、「話の会」の主宰の加藤啓子氏が番組の司会と進行を担当し、会員が物語りの朗読や各自の随筆などの語りを行う。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まり頂きありがとうございます。今回は第64回エフエムぬまづ番組審議会です。

今回から沼津青年会議所の土屋番組審議委員が同青年会議所の郡司芳孝さんに交代します。また当局の開局以来１０年間審議委員を

務めていただいた村松晶子委員が今回を最後に保坂典子さんに交代します。保坂典子さんは音楽留学の経験もあり、音楽は勿論英語も堪能で、

現在英会話学校で講師をなさっています。若い感性に期待したいと思います。本日は見学していただきます。

土屋委員、村松委員長い間ありがとうございました。

　さて、本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表に有ります様に毎週火曜日午後７時００分から放送の「らじお‘話の会’」という３０分間の

番組です。なるべく多くの聴取者に聞いて頂きたいという事で同じ週の木曜日午前11時３０分から再放送をしています。沼津市近隣で開催

されている話し方、朗読などの講座に通われたり、朗読のボランティアをされている皆さんが構成する「話の会」というグループが朗読や

語りをラジオ番組としたいという要望から２００７年4月スタートした番組です。話し方の講師でもあり、「話の会」主宰の元アナウンサー、

加藤啓子氏が番組の司会と進行を担当し、会員が物語りの朗読や各自の随筆などの語りを行います。

比較的高年齢層を聴取対象とした番組です。今回は菊池寛作「藤十郎の恋」を「話の会」のメンバーのひとりが朗読しています。

それではお聞き頂きます。
（　番　組　聴　取　）・・・

（清水委員長）　　今日は初めての方もおりますので、経験者の長島委員からお願いします。

（長島委員）
　１１時放送だと聴取者の年齢層が狭まるのではないかと思う。後半の「話し方ワンポイント」は良い企画と思う。


年齢層が固定されても要望される良い番組と思う。

（会社側：佐藤）　１１時は再放送で、火曜日の午後７時放送がメインです。

（清水委員長）　　井上委員お願いします。

（井上委員）
　導入部分の太鼓、お囃子のＢＧＭが効果的で歌舞伎の雰囲気がよく出ていた。朗読していた方は上手で、朗読や間の取り方


を勉強すると、素人でもここまでできるのかと感心した。インフルエンザの話題の後ＣＭにつながったがスポンサーの関係で常に

医薬系の話題なのか？

（会社側：佐藤）　スポンサーは大体３カ月で変わるので常に同じ話題ではありません。
（井上委員）　　　タイムリーなインフルエンザの話題と思って聞いていたらＣＭに繋がった。ＣＭをＣＭと感じさせず聞かせるのはやや問題がある。

（清水委員長）　　テレビでも気がつくとＣＭだったということはままある。

（井上委員）　　　スポンサーにとってもマイナスではないか。ＣＭはＣＭ、情報は情報と区別を明確にしてほしい。

（村松委員）
　放送全体にこのようなケースを規制する何か内規のようなものはないのか？

（会社側：佐藤）　特に内規は無いようです。今回の場合はたまたま話題がＣＭに繋がってしまったケースです。
（清水委員長）　　テレビはもっと微妙なケースがある。例えば商品の良い点を素人に語らせてスーパーで「個人の見解」と断るなど。


　では、最後の審議会となりますが村松委員、お願いします。

（村松委員）
　最後になりますが、１０年間楽しく努めさせていただきました。


生徒の発表の場であることを明確にすると、生徒志願者がもっと増えるのではないか。途中のＢＧＭはとても良かった。


　また、朗読は艶のある良い声だったが「藤十郎の恋」という古典なのだから、歌舞伎の場面では用語解説が欲しかった。

　
主催者の加藤さんのワンポイントレッスンは喋り方でなく常識に関することだが、これはこれで良かった。


ただＣＭと他の部分のメリハリは必要だと思う。


　途中に挟んだ「別れの曲」は午前１１時放送の番組にはミスマッチだと思う。

（会社側：佐藤）　再放送の時間には合わないようですね。

（村松委員）
　午後７時放送でも、もっと明るい曲が良い。

（清水委員長）　　では、荻生委員お願いします。

（荻生委員）　
　午前１１時放送だと主婦の聴取者が多いと思う。この時間帯に文芸作品を放送するのはは良い企画だと思う。

朗読も加藤さんも喋りは良かった。但し「別れの曲」はミスマッチ。私もＣＭとインフルエンザの話題は明確に区別すべきだと思う。

最近のつまらない番組が多い中、良い番組である。

（清水委員長）　　それでは本日初めてとなります。郡司委員、お願いします。

（郡司委員）　　　朗読は非常に良かったが、私には場面が浮かんで来なかった。古典なのだから解説が必要だと思う。


私もＣＭと他の部分の区別が必要と思う。

　　　　　　　　　

（清水委員長）　　では、次回から正式に委員ですが、保坂さんお願いします。

（保坂典子さん）　素人の朗読と聞いて驚いた。落ち着いてゆったりとした喋り方で聞きやすかった。最初の説明と朗読の始まりのＢＧＭとの間に


工夫が欲しい。また日本の古典朗読に続いてクラシックの曲の組み立てには違和感があった。ＣＭのパートは私にも納得できない

部分だった。

（清水委員長）　　朗読の部分は非常に良かった。私には京都の町が地図のように浮かび上がるようだった。ただ歌舞伎を知らないと、理解しにくいと


思う。ただ浪曲と歌舞伎を好きという人は少ないのも確かではある。

（村松委員）
　「ミギワマサリ」など意味不明だった。

（清水委員長）　　上方と江戸の歌舞伎の違いなども知らないと理解しがたいと思う。荻生委員も言ったが「ショパンの別れの曲」はどうかと思う。


葬送曲のイメージもあるので・・・。またＣＭの部分は私の違和感を感じた。うまく騙された感じもある。


この番組はＦＭぬまづの品格を保つためにも必要。

（荻生委員）　
　これは自社制作番組ですか。

（会社側：佐藤）　製作自体は加藤さんのプロダクションですが、当社の番組です。

（荻生委員）　
　「ショパンの別れの曲」を聞いたときはもう番組が終わりかと思った。

（会社側：佐藤）　ＣＭの部分はスポンサーの内容に合わせたために誤解があったようですが・・・

（井上委員）　　　最後のパートは常に同じパターンですか？

（会社側：佐藤）　はい、基本的に同じです。

（荻生委員）　
　朗読は練り上げらた作品を喋るので、ある程度のレベルにはなる。番組内容は良かった。


音楽も同様に作品の質が左右する。但し素人の喋りとして硬い部分のあったがこれは仕方ない部分だ。

（清水委員長）　　プロの喋り手も自分自身満足できた朗読は少ないようですし・・。

（荻生委員）　
　テレビと違ってラジオはながら聴取ができる。朗読などは最も適している番組ではないか。

（清水委員長）　　では、次回審議会は平成２１年３月１３日（金）ということにします。それではまたよろしくお願いします。

（会社側：佐藤）　貴重なご意見を頂きました。本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成２１年３月１３日（金）午後６時より行う。
様式４－２








